
東

国

語

脈

で

書

か

れ

土

抄

物

一
一
一
一
一

-|

江

戸

初

期

東

国

方

言

研

究

資

料

||

東国語Z阪で書かれた抄物二三

京
阪
を
中
心
と
し
た雪
尋問
の
研
究
に
比
し
て 、
三
関
ま
た
は
三
河
以
東
の

言
語
と
い
わ
れ
て
い
る
東
国
語
に
つ
い
て
は
殆
ど
そ
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う 。

特
に
天
下
の
実
権
の
中
枢

地
が
東
国
に
置
か
れ
た
鎌
倉
時
代
以
後

||
室
町
期
に
東
国
の
武
将
足
利
氏

が
上
洛
し
て
幕
府
を
開
い
た
時
代
の
東
国
語
は 、
太
平
記
の
会
家
た
ち
ま
で

が
い
つ
し
か
云
い
も
習
わ
ぬ
坂
東
声
を
使
う
と
い
う

記
事
が
示
す
よ
う
に 、

東
国
語
が
拾
頭
進
出
し
て
京
阪
誇
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
と
い
う

意
味
で

単
に
東
国
語
だ
け
で
な
く 、
国
語
史
の
上
か
ら
も
見
逃
せ
な
い
重
要
な
時
期

と
考
え
ら
れ
る 。
事
実 、
太
平
記
の
よ
う
な一
般
論
は
ま
だ
し
も 、
小
林
好

日
博
士
が
室
町
末
期
の
京
阪
誇
に
起っ
た
促
音
使 、
擾
音
便
の
現
象
を
東
国

語
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
い
う

説
を
始
め
と
し
て 、
諸
氏
が
「
ナ
ン
ダ」

「
ウ
・
ヨ
ウ」
〔
F〕
〉
〔
h〕
な
ど
の
室
町
期
に
お
け
る
京
阪
語
の
諸
笈
化

の
現
象
を
取
り

上
げ
ら
れ
て 、
い
ず
れ
も
そ
の
起
因
を
東
閑
語
の
影
響
に
求

め
て
お
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る 。
し
か
し
な
が
ら 、
そ
の
よ
う
に
重
要
性
を
持

つ
当
時
の
東
閏
誇
も
今
ま
で
の
と
こa
ろ
ほ
と
ん
ど
そ
の
資
斜
が
な
く 、
た

外、
豆乙

田

ヲム

だ 、
京
阪
誇
資
料
と
し
て
の
抄
物
や 、
キ
リ
シ
タ
ン
物
か
ら
わ
ず
か
そ
の
面

影
を
知
り

得
る
に
す
ぎ
な
い 。

も
っ
と
も 、
新
村
博
士
が
「
東
方一言門
詩
史
殻
考」
の
中
で
挙
げ
て
お
ら
れ

る
「
人
天
眼
目
抄」
「
禅
林
類
家
抄」
や
小
林
好
日
博
士
が
「
日
本
文
法
史」

で
引
用
し
て
お
ら
れ
る
「
湯
山
千
句」
「
葛
藤
集」
な
ど
関
東
系
の
抄
物
類

と
見
ら
れ
て
い
る
も
の
が
な
い
で
は
な
い
が 、
そ
れ
に
し
て
も
い
ま
だ
そ
の

資
料
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
調
査・
報
告
が
な
さ
れ
て
い
な

(
1〕

い
の
が
現
状
で
あ
る 。
従
っ
て
こ
の
際
東
開
誇
で
書
き
表
わ
さ
れ
た
資
料
を

発
見
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば 、
宅
町
末
期
か
ら
江
戸
初
同
に
か
け
て
の
京
阪

誇
の
資
糾
と
比
較
で
き
る
使
も
あ
っ
て
東
国
語
研
究
を一
歩
進
め
る
こ
と
が

出
来
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
ま
た 、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
間
誇
史
上
に
大

き
く

寄
与
す
る
こ
と
は
疑
い
も
な
い
で
あ
ろ
う 。
な
お 、
他
方 、
江
戸
語
と

の
結
び
付
き
の
上
で
諸
方
言
の
影
響
を
受
け
た
混
血
児
と一X
わ
れ 、
あ
る
い

は
東
閏
誇
と
上
方
諮
を
父
と
し
母
と
し
て
生
ま
れ
た
混
令
誇
と一式
わ
れ
る
江

戸
語
の
形
成・
性
絡
を
明
ら
め
る
上
で
も
ス
き
な
役
割
を
果
す
こ
と
と
思
わ

れ
る 。も

っ
と
も 、
現
代
の
諸
万
言
か
ら 、
そ
の
当
時
の
東
閑
語
の
面
影
を
描
き
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出
す
こ
と、
ま
た 、
同
誇
史
上 、
新
た
な
も
の
が
生
じ
た
時
は一
応
東
国
語

の
影
響
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
み
て 、
そ
れ
を
手
掛
か
り
と
す
る
こ
と
な
ど

も
考
え
ら
れ
よ
う

が 、
と
も
に 、
一玄
わ
ば
間
接
的
資
斜
と
し
か
な
り

得
ず 、

ま
た 、
あ
く
ま
で
も
素
描
と
い
う
こ
と
ば
で
し
か
云
い
表
わ
せ
な
い
も
の
で

あ
る 。
そ
れ
に
は
や
は
り 、
こ
の
方
面
の
資
糾
を
博
捜
し 、
資
斜
の
発
見
に

努
め
る
こ
と
よ
り
ほ
か
に
道
は
な
い 。

註
1

最
近、
一
禍
島
邦
道
は
「
国
語
(
文
理
大
終
詰
記
念
号)」

で

「
人
天
限
目
抄」
(
足
利
学
校
蔵)
・
「
禅
林
類
家
抄」
(
京
都
大

学
蔵〉
が
東
国
語
資
料
と
し
て
価
値
の
あ
る
抄
物
で
あ
る
こ
と
を

紹
介
さ
れ
た。
そ
れ
に
よ
る
と
両
者
と
も
ダ
体
で
4脅
か
れ、

「
人

天
眼
目
抄」
は
天
正
三
年
以
前
の
成
立
と
い
う。

こ
こ
で
一
つ
手
掛
か
り
と
な
る
こ
と
は 、
明
治
三
十
九
年 、
上
村
観
光
氏
が

閏
語
調
査
会
の
委
嘱
に
よ
っ
て 、
東
京
ハ
宮
内
省
図
書
寮・
内
閣
文
庫・
帝

国
図
書
館・
東
大
図
書
館
・
同
国
語
研
究
室)
・

足
利
学
校
の
抄
物
を
採
訪

(
1)

 

せ
る
記
「
関
東
に
現
存
す
る
古
抄
本」
で
東
国
語
の
炎
斜
の
存
径
を
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。

||(
こ
の
こ
と
は
さ
き
の
新
村
博
士
の
「
東

方
言
語
史
叢
考」
で
も
触
れ
て
お
ら
れ
る 。)
し
か
し 、
そ
の
際
明
ら
か
に
さ

れ
た
抄
物
は
語
脈
全
部
が
東
聞
語
で
あ
る
の
で
は
な
く ‘
わ
ず
か
に
助
動
詞

「
〆」
を
散
見
す
る
に
と
ど
ま
っ

た
の
で
あ
る 。
だ
が
同
じ

上
村
氏
の
論
の「
室

(
2〉

(
3)

町
時
代
関
東
の
学
問」
「
論
語
抄
解
題」
や
川
瀬一
馬
氏
の
「
足
利
学
校
の
研

究」
に
よ
れ
ば 、
諸
本
に
当
時
鎌
倉
五
山 、
足
利
学
校
及
び
関
東
各
地
の
禅

剃
へ
各
地
よ
り
笈
を
負
う
て
集
っ
た
事
実
が
見
ら
れ 、
そ
れ
も
京
洛
右
中
心

主
す
る
も
の
と
は
違
っ

た
独
特
の
学
風
を
保っ
て 、
決
し
て
京
の
模
倣
の
み

に
終
始
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て 、

す
で
に
室
町
時
代
に
は
東
国
で
も
か
な
り

広
く

常
聞
が
普
及
し
て
い
た
こ
と

が
う

か
が
え
る
が 、
な
お
ま
た 、
硲
慈
弘
氏
に
よ
っ
て 、
東
国
で
の
仏
教
数

学
の
歴
史
は
古
く 、

天
台
第
三
世
座
主
円
仁
ハ
慈
覚
大
師)
は
下
野
都
賀
郡

に
生
ま
れ 、
同
郡
の
大
慈
寺
に
は
じ
め
堂
を
党
け
て
お
り 、
そ
の
後
と
て
も

(
4)

 

大
師
に
続
く
も
の
が
関
東
に
少
く
な
か
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る 。
と

す
れ
ば
関
東
教
学
史
の
上
か
ら
み
て 、
禅
宗
系
統
を
は
じ
め
と
し
て
足
利
学

校
関
係
お
よ
び
天
台
宗
系
統
な
ど
に
東
国
語
脈
で
警
か
れ
た
抄
物
が 、
こ
の

よ
う
な
雰
凶
気
の
中
で
生
じ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る 。

し
か
し
て
こ
こ
に 、
少
し

前
に
は
亀
升
孝
氏
が

長
友
中
村
通
夫
君
の
談
に
よ
れ
ば、
関
東
方
言
資
料
と
見
ら
れ
る
「
大

淵
代
抄」
に
も
「
さ
か
い
に
」
の
例
を
み
る
と
の
こ
と
で
あ
る。
筆
者

(
5)

 

自
身
も
同
一
著
者
の
「
大
淵
和
伶
再
吟」
は
み
た
が
ζ
れ
に
は
・
:

と
近
く
は
池
上
禎
造
氏
が

前
期
江
戸
語
の
乏
し
い
文
献
に
も
曹
洞
宗
関
係
の
抄
物(
一日明

常一一抑
制)

(
6〕

な
ど
に
例
を
見
る
の
で
あ
る
;
:
:。

と
曹
洞
宗
関
係
の
抄
物
「
大
淵
代
抄」
「
大
淵
和
向
再
吟」
が
存
在
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
の
を
見
る
の
で
あ
る 。
だ
が 、
両
氏
と
も
こ

の
二
書
に
つ
い
て
は
右
の
程
度
の
紹
介
で
あ
っ
て
い
ま
だ
そ
の
輪
郭
は
明
ら

か
に
し
て
お
ら
れ
な
い 。
灰
閲
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば ‘
こ
の
両
警
と
も

昭
和
十
年
頃
橋
本
博
士
が
東
大
の
特
殊
諮
義
で
紹
介
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る 。

こ
こ
で
は 、
そ
の
存
在
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
の
両
警
と、
そ
の
後
見

出
し
た一
書
「
巨
海
代
抄」
を
加
え
て 、
三京国
を
調
査
し
て
明
ら
か
と
な
っ

た 、
云
わ
ば
三
筈
の
輪
郭
と
著
者
な
ど
に
つ
い
て
若
干
の
記
述
を
な
し

紹
介

に
か
え
る
こ
と
に
し
た
い 。
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註
1

「禅
宗」
第一
八
七
号
(
明・
0・
m)

註
2
機
株
文
芸
史
諌
(大
正
8
年)

註
3
成
曲賞
堂
叢
書
第
十
鰐
別
冊

註
4
「所
請
中
古
天ム口の
関
東
伝
播に
つ
い
て」
大
崎
学
報・
第八

十
八
号
ハ昭・
日・
7)

註
5
「理
由
を
表わ
す
接
続
詞さ
か
い
に」
方
言
第
六
巻
第
九
号

(
昭
m
・

9
)

「
師
一国
語の
歴
史」
第四
鰐
近
世

註
6 

東国語脈で書かれた抄物二三

三
警
は
と
も
に
駒
沢
大
学
図
書
館
所
蔵
の
も
の
に
よ
っ

た 。
三
警
の
輪
郭

につ
い
て
述べ
る
と 、
ま
ず
「大
淵
代
抄」
は 、
冊
子
本
袋
綴で
美
濃本タ

テ
八
寸
七
分
ヨ
ヨ
六
寸
四
分 、
八
巻
四
冊 、
内
題
を
欠
き 、
外
題
に
「
大
淵

代
診」
と
題
し 、
そ
の
下
に
ご一一一一
四
と
冊
数
を
示
し 、
尾
題
に
「
大
淵
之

抄」
と

巻
奴と
が
記さ
れ
て
ある 。
柱
刻は 、
「大
淵
代
抄」
と
あ
り 、

巻

数
と
丁
付
け
が
あ
る 。
本
文
に
界
な
く 、
黒
色
単
辺
を
もづ
て
か
こ
ま
れ 、

各
巻
の
了
数
は

一
巻
四
十
四
丁

二
巻
五
十二
了

三
巻
五
十
九
了
四

巻
三
十
九
了

五
巻
四
十
丁
六
巻
三
十
六丁
七
巻
三

十
六丁
八
巻
四
十三
了

刊
語
に
当
る
も
の
に

安
国
山
総
拍車
椅
寺
寂
霊十
九
世
孫
授
法

良
和
品同
大
淵
文
剰
大
禅
仏
下
語
井

抄
終(

竹一
括)

が
あ
る
が 、
こ
れ
よ
り

表
題
の
代
と
は
下
誇
の
こ
と
で 、
そ
れ
を
註
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る 。
刊
記
は

慶
安
己
丑
孟
秋
吉
旦
寺
町
誓
願寺
前
西
村叉
左
衛
門
板
行

と
あ
る 。
木
書
は
大
淵
和
俗
が
禅
林
類
家・
伝
問視
録・
永
年
疋
法
眼
蔵
な
ど

の
内
奥
や
荘
子・
詩
学
大
成・
古
文
真
宝
な
ど
の
外
典
か
ら
誇
要
詩
偽
の
類

を
掲
げ 、
拶
穏
で
そ
の
淵回目
を
呈
示
し 、
代
詩
で
自
ら
の
意
見
を
述
べ
そ
の

代
誇
に
加
註
し
た
大
淵
和
倫
の
提
唱
本
で
あ
る 。

「
大
細川
和
白川
再
吟」
は
「
大
淵
代
抄」
よ
り

後
の
万
治
二
年
仲
春
吉
旦
の

刊
で 、
板
元
は
同
じ 。

上
中
下
の
三
巻
三
冊 、
美
濃
本
タ
テ
八
寸
六
分
ヨ
コ

六
寸=一
分 。
題
策
は
駒
大
本
は
新
し
く

書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
が 、
内
題

と
同
じ
く 、
「
大
淵
和
尚
再
吟よ
中
下
」
と
あ
り 、
尾
題
に
は
「
大
淵
和

尚
再
吟
巻
之
上
巻之
中
巻
之
下」
と
あ
る 。
柱
刻
は
「
大
淵
再
吟上
中
下」

と
了
付
け
が
あ
る 。
刊
語
に
当
る
も
の
な
く 、

本
文
は
「
代
抄」
と
同
じ

で 、
各
巻
の
了
数
は

上
巻
三
十
六
了
ハ目
録一
丁・
本
文三
十
五
丁)

中
券
三
十
七
丁
(目
録一
了・
本
文三
十
六丁)

下
巻
四
十一
丁
(目
録一
丁・
本
文四
十
丁)

本
警
は
諸
書
よ
り

各
種
の
古
則
公
案
に
関
す
る
碩
古
を
引
き 、
更
に
そ
れ

に
つ
い
て
の
先
人
の
意
見
を
引
用
し
て 、
そ
れ
に
対
す
る
自
己
の
見
解
を
述

べ
な
が
ら 、
そ
れ
の
淵
旨
を
提
唱
し
た
も
の
で
あ
る 。
「
巨
海
代
抄」
も
前

記
二
警
と
同
じ
く

板
元
は
寺
町
誓
願
寺
前
西
村
叉
左
衛
門 。
「
大
淵
代
抄」

よ
り

後
の
承
応
益〈
己
仲
夏
吉
旦
の
刊 。
そ
の
体
裁
は
「
大
淵
代
抄」
と
問
じ

で 、
上
下
二
巻
コ
冊
か
ら
成
り 、

題
簸
に
は
「
巨
海
代
紗
上
下」 、
属
題

に
「
巨
海
代
之
抄
上
下」 、

柱
刻
は
「
巨
海
代
抄
上
下」
と
了
付
け
が

あ
る 。
宏
文
に
界
な
く 、
黒
色
単
辺
を
も
っ
て
か
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
前

記
二
書
と
同
様 。
刊
語
に
当
る
も
の
な
く
丁
数
は 、
上
巻

三
十
二
丁 、
下

巻

四
十
丁

で
あ
る 。
そ
の
内
容
は
各
種
の
禅
籍
か
ら
祖
師
の
誇
要
詩
偽
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を
抄
出
し 、
そ
の
語
義
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に 、
代
語
で
自
ら
の
意
見

を
述
べ 、
そ
の
代
語
に
加
註
し
て
あ
る
形
式
を
と
ヮ
て
い
る
が 、
本
書
本
文

中
に
は
そ
の
加
註
の
み
が
記
さ
れ 、
引
用
旬 、
代
語
は
な
い 。
そ
の
点
前
記

二
書
と
は
異
っ
て
い
る 。

四

さ
て
三
書
の
成
立
期
で
あ
る
が 、
「
再
吟」
「
巨
梅
代
抄」
に
は
そ
れ
に

つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が、
た
だ
「
大
淵
代
抄」
は
各
巻
の
郭
外一
胡
註

に
よ
っ
て 、

巻
一

元
和
七
年

||よ克
和
九
年

巻
二

元
和
九
年

110
寛
永
二
年

巻
三

寛
永
二
年

ll

止せ
四

寛
永
四
年

|ll
寛
永
六
年

巻
五

寛
永
五
年

ll
寛
永
六
年

巻
六

覚
永
六
年

||
究
永
七
年

巻
七

寛
永
七
年

116
寛
永
九
年

巻
八

寛
永
丸
年
fli
寛
永
十
二
年

の
代
弁
抄
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り 、

従
っ
て
「
大
淵
代
抄」
は
元
和

七
年
(
詳
し
く

は
同
年
十
二
月
十
五
日)
か
ら
寛
永
十
二
年
(
五
月
五
日)

ま
で
の
聞
に
成
立
し
た
こ
と
に
な
る 。
ま
た 、
後
に
述
べ
る
こ
と
で
も
あ
る

が 、
巻一
か
ら
巻
二
の一
部
は
武
蔵
国
比
企
郡
広
正
寺
で 、
巻
二
の一
部
か

ら
巻
八
の
一
部
は
常
陸
国
下
妻
多
宝
院
で 、
残
り
は
下
総
総
寧
寺
で
の
代
井

抄
で
あ
る 。

他
の
ご
書
の
内
「
巨
布陣
代
抄」
に
つ
い
て
は
ミ
れ
を
語
る
記
事
が
な
い
で

も
な
い 。
問
書
下
巻
三
十
四
丁
ウ
に

::
此
ノ
匂
ヲ
用
タ
ハ
当
寺
ハ
閉
山
越
翁
和
倫
ノ
忌
日
ニ
当
γ
タ
ユ
ヨ

ツ
テ
比
勾
ヲ
設
ケ
タ
越
翁
ノ
草木
安
寺
ヲ
建
立
在
テ
法
憧
雄一一
行
ジ
テ
ゴ

ザ
在
ッ
タ
天
下
/
兵
凱
故
エ
其
ノ
巴
後
三
十
年
ノ
余
ロ
門
庭
衰
廃
シ
テ

山
中
モ
荒
野
ト
ナ
y
テ
ア
せ
ハ
テ
タ
処
ヲ
今
叉
山
僧
ガ
出
デ、
当
山
7

祈
り
関
テ
関
山
=
一勧
定
申
エ
ガ
椅
錐
シ
ョ
ウ
タ

と
あ
り 、

総
寧
寺
八
世
の
越
翁
周
超
が
乗
安
ヰザ
ハ
遠
江
掛
川)
を
閉
山
し
た

(
1)

 

の
は
享
蔽
三
年
頃
と
思
わ
れ
る
か
ら
三
十
年
後
の
永
路
年
間
よ
り
の
後
の
事

と
考
え
ら
れ
る 。
し
か
し
ま
た 、
本
書
に
は 、

海
声
ハ
名
也
デ
将
軍
ノ
威
勢
佳
色
ノ
事
ダ
本
朝
デ
モ
大
政
ノ
入
道
ヤ
額

朝
儀
絞
今
ノ
秀
吉
ナ
ド
ハ
異
国
土ア
其
ノ
名
蔵
レ
ナ
イ
人
逮
ダ
(
下
・

十
五
ウ)
今
マ
ノ
秀
義
ナ
ド
ノ
様-一
天
下
ヲ
領
ズ
ル
ホ
ド
ノ
人
ガ
少
壬

曇
ク
ラ
パ
四
海
ハ
ク
ラ
ヤ
ミ
ト
ナ
郎
ズ
(
下
・
十
九
オ
〉

と
諸
所
に
秀吉口
の
名
が
見
え
る
が

今
マ
関
白
秀
吉
ナ
ド
ハ
車部
洛
ノ
内
エ
在
リ
ナ
ガ
ラ
高
麗
笈
且
国
マ
デ
収

メ
ラ
レ
タ
(
下・
三
十
四
オ
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て 、
天
正
末
期
か
ら
文
様
慶
長
頃
ま
で
の
聞
の
代
弁
抄

と
見
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う 。
「
犬
訓川
和
山川
再
吟」
に
つ
い
て
は
全
く
こ
れ

含
語
る
資
糾
を
欠
く
が 、
お
そ
ら
く
「
大
淵
代
抄」
と
前
後
し
て
成っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る 。

註
1

望
月
信
享

86 

仏
教
大
辞
典

総
復干
+一寸
の
項

玉

さ
ら
に
芳
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が 、
ま
ず
「
大
淵
代
抄」
「
同
再
吟」
の

著
者
大
淵
文
利
和
尚
に
つ
い
て
述
べ
る
と‘
「
白
木
洞
上
聯
燈
録」
(
巻
十

二
〉
に、



下
総
州
総
寧
大
捌剛
丈
刑判
禅
師。
参一一
勝
国一
得ν
旨。
関二
四
五
利一
至ニ
多

宝一 。
寛
永
甲
皮
票ニ
釣
命一
住-一総
拍車一。
(以下略)

と
あ
り 、

寛
永
十一
年
に
幕
命
を
う

け
て
下
総
国
総
寧
寺
(
現
在 、
総
寧
寺

は
千
葉
県
市
川
市国
府
台に
存す
る
が 、
当
時
同
県の
東
葛
飾
郡
関
宿に
在

っ
たO)
に
ス
院
し
て
い
る 。
同
寺
の
過
去
帳
に
よ
る
と
寛
永
十
三
年
四
月
八

日
寂
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て 、
総
寧
寺
十
九
世
大
淵
文
利
禅
師
の
晩
年
は
下

総
関
宿
に
住
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り 、
ま
た 、
お
お
よ
そ
の
出
生

年
も
推
察
で
き
よ
う 。
し
か
し
て
同
禅
師
の
郷
貫
に
つ
い
て
は
木
明
で
あ

る 。
た
だ 、
総
寧
寺
ス
院
ま
で
の
経
歴
に
つ
い
て 、
代
抄
郭
外
頭
設
に

元
和
七
年
十二
月
十
五
日
広正
寺
入
院
ハ巻一)

寛
永二
年正
月二
十八
日
多
宝
院
入
院
(巻二)

寛
永
十一
年

伊仲
冬三
日
総
主寸
入
院
ハ巻八)

と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て 、
聯
燈
録
に
記
さ
れ
た
多
宝
院
の
前
に
広
正
寺
に
住

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る 。
高
木
山
広
正
寺
は
武
蔵
国
比
企
郡
七

郷 、
潜
龍
山
多
宝
院
は
常
陸
国
真
壁
郡
下
妻
に
あ
る 。
従
っ
て
関
東
に
存
し

た
禅
寺
を
関
て
総
寧
寺
に
入
院
し
た
わ
け
で
あ
る 。
こ
の
こ
と
は 、
「
代

抄」
本
文
中
の
左
の
記
事
が
裏
書
き
し
て
い
よ
う 。

。
。
。

山
中
/
人
ト
云
ハ
父
夫
山
ガ
ナ
ド
ュ
ス
ム
樵
夫
/
寸(

ニ
ノ
三
十
四
ウ
)

。
。
。

其
上
当
山
ハ
松
庵
一
派
ノ
古
道
場
ト
云
イ
涜
竜
山
ト
云
ヨ
ロ
松
最
古
タ

ロ
ハ
ニ
ノ
四
十
オ
)

。

是
ハ
当
地
/
大
町
西
町
/
辻
=
打
臥
シ
テ
居
タ
ハ
ハ
中
略)
タ
ト
イ
下

。妻
ノ
町
中
エ
居
テ
モ
(
七
ノ
二
十
七
オ
)

「
巨
海
代
抄」
の
碧
者
巨
海
和
備
は
「
白
木。
洞
上
聯
燈
録」

に
よ
れ
ば 、

東国語脈で書かれた抄物二三

(巻
十二〉

下
総
州
総
拘置干
巨
海
良
逮
禅
師。
縁
契-一
務
室一。
出
住ニ
常
之
玄
勝-。
移

領ご総
寧- 。
(以下略)

と
あ
り 、

大
淵
と
同
じ
く
関
宿
総
寧
寺
の
住
持
で
あ
ヮ

た
こ
と
が
わ
か
る 。

総
寧
寺
十
三
世
で
あ
る
巨
海
文
利
禅
師
は
同
寺
の
過
去
帳
に
よ
る
と、
慶
長

四
年
十一
月
二
十
九
日
寂
と
あ
り 、

大
淵
の
寂
年
よ
り

約
三
十
五
年
前
に
入

寂
し
て
い
る 。
聯
霞
録
に
よ
る
と
総
寧
寺
ス
院
前
は
現
常
陸
圏
西
茨
城
郡
笠

間
町
に
存
す
る
五
台
山
玄
勝
院
に
往
し
て
い
た
ら
し
い
が 、
同
寺
は
永
被一
万

年
の
創
建
で 、
関
山
を
総
寧
寺
九
世
学
仲
覚
周
禅
師 、
中
興
を
巨
海
良
遼
禅

(
1)

 

師
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
巨
海
和
街
の
総
寧
寺
ス
院
は
大
体
文
様
頃

と
思
わ
れ
る 。
成
立
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
遠
州
掛
州
の
乗
安
寺
は
そ
れ
以
前

な
の
か
明
ら
か
で
な
い 。

そ
の
郷
震
に
つ
い
て
も
定
か
で
は
な
い
が 、
同
代
抄
下
巻
三
十
了
オ
l

ウ

の
記
述
に 、
仏
恵
禅
師
の
結
制
解
制
の
行
規
を
乱
し
た
事
に
つ
い
て
の
見
解

を
引
い
た
後
で 、

山
僧
モ
夏
ヲ
パ
関
東
デ
結
ダ
ホ
ド
ニ
生
得
禁
足
安
居
シ
テ
規
矩
ヲ
乱
シ

法
度
ヲ
行
ズ
可
キ
事
ダ
在
片
一ニ
具
ヲ
破
テ
東
海
道
ノ
傍
エ
来
テ
別
山JT

/
解
制
フ
夢
裏
/
卿
9
本
義
デ
ハ
ナ
イ
ゾ
在
レ
共
帰
郷
ノ
旨
ヲ
サ
エ
得

タル

タ
郎
エ
ハ
苦
Y
ウ
ハ
ナ
イ
雨
寺
ρ
一
山
ヨ

と
自
己
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て 、
巨
海
和
備
の
郷
貫
が
東

海
道
で
在
っ

た
こ
と
を
思
う
の
で
あ
る 。
こ
の
ほ
か 、

是
ヨ
p
伊
勢
地
ハ
渡
海
フ
ル
者
モ
ア
ワ
亦
タ
関
東
エ
船
渡
日
ス
ル
者
モ

-
(
下
三
十
六
オ
)

ト
ネ

本
朝
板
東
刺
根
川
鬼
怒
川
筑波
日
光ノ
流ロモ
カ
ラ
pv
ト
ジ
テ
ホコ

タ

や
ママ

F
ガ
起
チ
亦
東
海
道
北
陸
/
那
姥
天
流
木
曾
川
ノ
流
レ
モ・
:
(
下
・
二

十
四)
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，、
4

流一一
取
テ
ハ
或
ハ
東
海
道
デ
ハ
那
陀
天
竜
富
士
川
大
炊
川
ノ
ト
云
テ
在

P
坂
東
ダ
ρ
利
根
川
鬼
怒
川
新
川
ノ
ト
云
テ
サ
マ

/\
/
流
レ
タ
在
ル

ガ
東
ノ
鹿
嶋
滞
ユ
押
シ
出
せ
パ
其
ノ
衆
流
ρ
::
:
(
下
・
三
十
オ
)

と
い
う

記
述
が
み
ら
れ
る
が 、
こ
の
こ
と
は 、
巨
海
和
尚
が
関
東・
東
海
道

と
に
行
き
来
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
思
わ
れ
る 。

註
1

大
日
本
寺
院
総
覧

大

三
豊富
の
文
体
は 、

ゥ
、
サ
テ
ハ
ヲ
主
似
宗
ト
云
フ
大
ロ
チ
者-一
出
ダ
合
テ
呑
却
せ
ラ
レ
テ

ヲ
シ
ヤ
V
タ
ナ
(
巨
・
下
・
十
四
ウ)

ヲ
、
今
朝
ハ
ト
ッ
ト
寒
ク
ヲ
ロ
ヤ
ル
(
巨
・
下
・
三
十
一
ウ
)

納
僧
ハ
鴻立日
ヲ
開
テ
モ
ア
ツ
ハ
ヤ
秋
=
ナ
ッ
タ
ヨ
砧
声
ヲ
開
テ
毛
ア
ツ

ハ
ヤ
夜
寒
ム
ユ
モ
ナ
ッ
F
ヨ
ハ
大
・
ニ
ノ
二
十
三
ウ)

亦
留
ル
事
三
年
ダ
程
=
逮
侍
者

/\
ヨ
ツ

/\
是
何
y
ゾ

/\
(
大
・

ニ
ノ
二
十
六
ウ
)

ヤ
レ
見
事
ノ
杏
花
ガ
関
テ
走
ナ
ハ
再
市
下
・
二
十
六
オ
)

の
二
三
の
例
が
示
す
よ
う
に
か
な
り
く
だ
け
た
文
体
を
と
っ
て
い
る
が 、
こ

の
よ
う
な
文
体
の
中
に
今
日
東
部
方
言
と
し
て
見
聞
さ
れ
る
語
棄
も
多
く

現

わ
れ
て
い
る 。

如
何
サ
マ

斗利
引
言
放
毒
意
ヲ
合
ン
ダ
処
ヲ
浄
(
巨
・
下
・
十
四
オ
)

ニ
ノ
句
モ
ヲ
y
ヒ
シ
イ
意
気
威
狩
/
寸
デ
円
無
イ
ハ
再
・
中
・
三
十
三

ウ
)梅

ノ
カ
ジ
ケ
タ
ル
影
ヲ
移
シ
テ
(
大
・
三
ノ
五
十
六
ウ)

此
ノ
幽
鳥
ノ
ク
ぜ
P
ハ
(
巨
・
下
・
二
十
オ
〉

な
ど
は
そ
の
例
と
見
ら
れ
る
が 、
以
下 、
今
ま
で
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
そ
の
箸
日

本
文
典
に
阪
東
の
こ
と
ば
と
し
て
挙
げ
た
い
く
つ
か
の
事
項
を
中
心
と
し 、

当
時 、
東
国
語
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
項
を
加
え
て 、
簡
単
に
紹
介
し

て
み
よ
う 。

付

指
定
の
表
現
に
つ
い
て

今
日
普
通
東
部
方
言
の
特
徴
的
表
現
の一
つ
で
あ
る
「
ダ」
で
文
が
終
止

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
三
書
共
通
で
あ
る 。
も
っ
と
も
そ
れ
は
主
と
し
て
文
を

終
止
す
る
場
合
に
限
ら
れ
て
お
り 、

終
止
形
を
含
め
て
そ
の
他
の
活
用
形
は

「
デ
ア
ル」
ハ
終
止
形
の
用
例
は
少
い)
「
ナ
リ」

「
デ
走」
「
デ
ゴ
ザ
ル」

「
デ
ヲ
リ
ヤ
ル」
「
デ
オ
ヂ
ャ

ル」
で
もっ
て
代
用
さ
れ
て
い
る 。
た
だ 、

連
休
形
用
法
と
し
て 、

。

亦
万
法
ニ
モ
不
侶
底
ρ
ア
ル
ト
見
ル
ハ
遠
イ
万
法
ガ
不
侶
底
ダ
ト
キ
ヨ

ソ
一
口
ヨ
(
巨
・
下
・
=一
十
七)

。

秋
満
田
ノ
熟
エ
逢
テ
民
ミ
ノ
カ
マ
ト
モ
ユ
タ
カ
ダ
ト
キ
:::
ハ
大
・
一

ノ
三
十
ウ
)
。

。

袋
ノ
主
ハ
上
グ
事
モ
無
ク
下
F
事
モ
無
イ
(
再
・
下
・
三
十
オ
〉

と
用
い
ら
れ
て
い
る
が 、
そ
の
数
は
少
く 、
多
く
は
「
ナ」
「
ナ
ル」
で
表

わ
さ
れ
て
い
る 。

「
ヂ
ャ」

は
三
書
を
通
し
て
「
巨
海
代
抄」
の

越
州
金
六
千
ャ
ト

云
テ
ハ
下
十
ニ
ウ)

の
一
例
し
か
見
当
た
ら
な
い 。
注
目
す
べ
き
も
の
に 、

総
別
心
地
ノ
サ
ピ
タ
人
ガ
家
三ア
モ
物
見事コ
イ
物
グ
走
(
巨
・
上
・
十

七
ウ)

が
数
は
少
い
が
三
書
と
も
「
デ
走」
と
並
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ
か 、

秋
水

11一
色
ト一玄
ヲ
其
鐙
七
夕
ノ
夜
色
ト
ミ
ル
ガ
ニ
星
エ
ノ
謝
語
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州刑
州カ
曹
洞
門
下デ
此
夜
景-一
乗ル
底パ
シ
アル
カ
ダ
ハ大・
一
ノ

十
九ウ)

や 、
心
理トハ
ドヨ
デモ
自
己ノ一
主
人ノ
中
ダ
ア
レ
ドモ
袋デハ
当
今
皇

帝ノ
御
事
ダ
(大・
三
ノ
四
十
四ウ)

と
い
っ

た
例
も
見
ら
れ 、
ま
た
「
〆
ア
ル
ガ」
「
ダ
ア
ル
ヲ」
「
ダ
ア
レ
メ」

の
例
も
少
く
な
い
が 、
後
者
の
例
な
ど
は
「
ダ」
の
下
の
奮
は
接
続
詞
と
と

れ
な
い
こ
と
も
な
い 。
接
続
に
つ
い
て 、
今
日
方一宮一口
に
見
ら
れ
る
例
と
し
て

みふ、

東国語脈で書かれた抄物二三

。

際
仰
ρ
ア
ヲ
ギ
ミ
ル
グ
ト
云
ハ
仏
身
ヲ
重
ン
ジ
タ
事
グ
ハ
大
・
一
ノ一一一

十
五
ウ)

の
よ
う
な
用
法
も
あ
る 。

伺

打
消
の
助
動
詞

三
書
と
も
打
消
の
助
動
詞
に
は
専
ら
「
ズ
(
ヌ〉
」
が
用
い
ら
れ ‘
「
ナ

イ」
は十

二
一間
生
得
十
一
面
観
音
ト
云
円
ア
レ
ド
モ
十
一
一同
ト
ハ
云
ハ
ナ
イ

(
大・
四ノ
十
ニ
ウ)

の
一
例
し
か
見
当
ら
な
か
っ

た 。
過
去
の
打
消
も、

オトグ

flll111

未ダ
幽
鳥
モ
音
信
レ
ナ
ン
ダ
(
巨
・

下・
三
十
七オ)

其
/
木
像
ヲ
間帯
テ
舟
=
上
せ
ン
ト
ス
ル
一三
終
=
動
カ
ナ
ン
ダ
(
大
・
五

ノ
三
十
七オ)

の
ご
と
く
「
ナ
ジ
ダ」
で
あ
っ
て
「
ナ
カ
ツ
タ」
は
見
ら
れ
な
い 。

伺

意
志
推
量
の
表
現
に
つ
い
て

こ
の
表
現
も
指
定
の
場
合
と
同
様
に
種
々
の
用
法
が
見
ら
れ
る
が 、
三
一官官

と
も

簿上=
タヨ
ツ
タ
ラパ
点額シ
テ
泥口
水ヲ
クラ
ワ
ウ
ズ

(巨・
上・
十
ニ
オ)

削
呑ダ
ラ
パ
町
山明ガ
裂ケ
別利
(巨・
上・
十三
ウ)

の
「
ウ
ズ」
が
現
わ
れ
る
ほ
か 、
聞
は
し
ば
し
ば 、

削

吹
毛
ノ
剣
気
ハ
開
エ
タ
ホ
ド
ェ
悪
ク
蝕
レ
タ
ラ
パ
喪
身
失
命
γ

fヨ
ワ
利
(巨・
上
・
十
四オ
)

と
な
っ
て
現
わ
れ 、
ま
た

川間

生
得
御
法
憧
ト
キ
カ
パ
五
百
箇
三
百
箇
ハ
開
キ
落
手
ニ
集
ラ
フ
事

ナ
レ
共
(
巨
・
上
・
ニ
オ
)

同
未
学
未
証ノ
者エ
仏
担ノ
大
杭玄
奥玄
旨
在ル
事ヲ
知ラ
シ
メ
フ

ガ
為メ
ダ
(巨・
下・
二
十オ)

の
形
も
見
え
る 。
一史
に

附

空
前
己
前
ノ
自
己
言
語ヲ
以
テ
答

引叶
ト
ジ
タ
(巨・
下
ニニ
ウ
)

推
テ
見
ヤ
ブ
カ
蔽
テ
見
ヤ
ブ
カ
(
大・
ニ
ノ
八オ
〉

の
形
も
あ
り 、

従
っ
て
一
・一一

段・
サ
安
の
場
合
は
間・
ω・
旧・
附
の
い

ず
れ
か
の
形
を
と
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る 。
な
お
ま
た 、
こ
の
「
ウ
ズ
・
ヨ

ず
ズ」
に
は
連
休
用
法
の
ほ
か 、
「
ウ
ズ
ル
・
ウ
ズ
レ
・
ヨ
ウ
ズ
ル
・
ヨ
ウ

ズ
レ」
の
形
を
見
え
る
が 、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が 、
尾
張
か
ら
関
東
に
至
る
ま
で

に
用
い
ら
れ
る
と
い
っ

た
「
ア
ジ
ズ
・

エ
ン
ズ」
の
形
は
見
ら
れ
な
い 。
が

「
べ
い」
は 、
大
淵
の
ご
書
に

比
格
静
ハ
雪
キ
ニ
一釣
ロ
シ
ET
蓬
屋
ノ
内
チ
巣
居
穴
処
ノ
普
ジ
ト
モ
謂
ツ

ベ
イ
(再・
中・
十オ)

修
行
ヲ
肝
要
ト
せ
パ
一
度
ハ
エ
ム

ベパ引
(
大・
一
ノ
三
十
七
ウ)

な
ど
が
見
ら
れ
る
が 、
そ
れ
は
二
書
で
各
二
例
ず
つ
で
「
巨
海
代
抄」
に
は

見
当
ら
な
い 。

(1) 
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同門
ハ
行
四
段
動
詞
の
音
便
形
に
つ
い
て

ハ
行
四
段
動
詞
が
「
タ
・

テ」
に
連
な
る
と
き 、
促
音
便
と
な
る
の
も
東

国
語
の
特
色
と一式
わ
れ
て
い
る 。
こ
の
三霊園
で
は

受
ヲ
父
子
路
絶
ノ
処
ト一玄
フ
タ
ゾ
(
巨
・
下
・
四
十
ウ
)

有
作
時
キ
雨
僧
玄
イ
=
向
ウ
カ
タ-フ
ッ
テ
(
巨
・
下
・
八
ウ
)

と
ウ
音
便・
促
音
便
の
両
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
「
巨
海
代
抄」
で
は
ウ
音
使

の
例
多
く 、
大
淵
の
ご
警
で
は
そ
の
数
は
伯
仲
し
て
い
る 。

同

形
容
詞
の
連
用
形
に
つ
い
て

江
戸
初
期
の
東
国
方
言
に
お
い
て
形
容
詞
の
連
用
形
は
ウ
音
便
化
し
な
い

で
原
形
の
ま
ま
で
あ
っ

た
ら
し
い
こ
と
は
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
文
典
や
醒
陸
笑
の

例
を
引
く
ま
で
も
な
い 。
「
雑
兵
物
語」
で
は
殆
ん
ど
ウ
音
便
化
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
か
ら
み
て 、
事
実
そ
ろ
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う 。

三
重百
で
は
ク
形
と
ウ
音
便
形
の
両
形
が
現
わ
れ
て
い
る
が 、
そ
の
頻
度
の

上
で
ウ
音
使
化
し
な
い
で
原
形
の
ま
ま
の
用
例
の
方
が
や
や
多
い 。
一
例
を

「
巨
海
代
抄」
に
と
っ

て
み
る
と 、
概
数
で
は
あ
る
が 、
「
タ

形」
九
十

例 、
「
ウ
形」
六
十
三
例
と
な
る 。
三
軍国
を
通
し
て
ウ
音
便
化
す
る
誇
を
み

る
と 、
「
好」
「
無」
が
一
番
多
く

現
わ
れ 、
ま
た 、
こ
の
三
誇
は「
ク
形」

を
と
る
場
合
が
他
の
誇
に
比
し
て
少
い 。

叫w

接
辞

「
三
河
物
語ハ
元
和
入
年
頃
成)」
に
見
ら
れ
る
「
ヒ
ン
ヌ
キ」
(
上
巻)
「
ヒ

γ
ス
ユ
ル」
(
下
巻〉
の
類
の
接
頭
辞
は
こ
の一一一
書
に
多
く

現
わ
れ
て
い
る 。

捉
音
形
に
は

ウ
ツ
走
P
(
巨
・
上
・
十
ウ
)

ッ
、
放
サ
レ
タ
(
巨
・
下
・
二
十
九
オ
)

ヒ
ッ
カ
ヅ
イ
テ
ハ
巨
・
上
・
二
十
八
オ
〉

ヲ
ヴ
放
シ
(
巨
・
上
・
八
ウ
)

援
者
形
に
は

ツ
ン
出
シ
(
巨
・
上
・
五
オ
)

ヒ
Y
ナ
グ
ッ
テ
(
巴
・
上
・
十
五
オ
)

フ
ン
ザ
ラ
シ
(
巨
・
下
・
十
四
オ
)

ヲ
ン
ヌ
イ
テ
(
大
・
五
/
四
オ
)
(
巨
海
に
な
し
)

と
い
っ

た
「
ウ
ツ
I」

「
ツ
げ

l」
「
ヒ
げ

1」
「
フ
ン
1」

「
ヲ
げ

1」

形
の
接
頭
辞
で 、
い
ず
れ
も
下
の
誇
に
強
い
感
じ
を
与
え
て
い
る 。
後
期
に

な
る
と 、
こ
の
種
の
接
頭
辞
は
そ
の
種
類
を
増
し
て ‘
雑
兵
な
ど
で
は
「
カ

ツ
1」

「
ト
ツ
1」

「
プ
ツ
1」

「
ク
ン
l」

「
ト
リJ
l」

「
ブ
ン
1」

な

ど
の
形
も
見
ら
れ
る
が ‘
こ
の
三
書
で
は
右
に ，挙
げ
た
形
の
も
の
し
か
用
い

ら
れ
て
い
な
い 。

接
尾
誇
と
し
て
は ‘
「
三
河
物
語」
に
も
見
ら
れ
る 、
「
父
ゲ
無」
(
上
巻)

の
よ
う
な

ll

アイザヅ

サ
リ
ト
テ
ハ
禅
子
グ
ナ
挨
拶
デ
ハ
在
レ
共
(
巨
・
上
・
一
ウ
〉

気
頭
ニ
叶
フ
人
グ
ナ
者
在
ル
ト
思
召
サ
ヌ
(
巨
・
上
・
十
六
オ
)

「
ゲ」
が
用
い
ら
れ
て
い
る 。

同

四
つ
仮
名

四
つ
仮
名
の
混
乱
は
東
国
に
早
い
と一玄
わ
れ 、
「
三
河
物盟
巴
に
も
多
く

そ
の
用
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が 、
こ
の
三
書
で
も

ハ
ヂ
↓
ジ〉

。

灯
心
ノ
一
ト
筋
ジ
モ
在
ッ
テ
(
巨
・
下
・
十
八
オ
)

ナ
ぜ
=
ナ
ν
パ
系-一
与
ル
カ
病
ノ
シ
タ
ジ
ダ
ホ
ド
一一

四
オ
)

。

門
戸
ヲ
閉
ジ
テ
ハ
大
・
四
ノ
二
十
ニ
オ
)
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(
ヅ
'Iv

ズ
〉

7
Jh

祖
師
商
来
意
ノ
五
字
ヲ
サ
エ
好
ウ
見
届
ケ
タ
ラ
パ
(
巨
・

上
・

十

四
ウ
)

沼
緑
江
ノ
ミ
ク よれ
(
巨
・

下
四
オ
)

疲
れ
曇
P

(
大
・

一
ノ
四
十
一
オ
)

網
戸
ヲ
ウ
カ
ナ
ダ
ハ
大
・

一
ノ
二
十
六
ウ
)

身
ヲ
持
チ
ク
一一
サ
ズ
ハ
巨
・

上
・

二
十
三
オ
)

門
ヲ
出
力
ル
ト

云
テ
ハ
大
・

ニ
ノ
二
十
ニ
オ
〉

悟
P
ガ
出
力
レ
パ
ハ
大
・

ニ
ノ
二
十
六
オ
)

。

門
ヲ
閉
ズ
ル
ハ
(
大
・

ニ
ノ
九
オ
)

ウ
ナ
カ
イ
タ
ハ
大
・

ニ
ノ
二
十
六
ウ
)

ハ
ズ
↓
ヅ
)

.，

。

配
k
ト

吾
ガ
処
7Jア
ヨ
ヨ
ス
ハ
ヅ
デ
ハ
ナ
イ
者
/
ヲ
(
巨・
上・
ニ
オ)

な
ど
の
例
が
見
ら
れ
る。

東国語脈で書かれた抄物二三

そ
の
ほ
か 、
三
者
に
見
ら
れ
る
特
色
あ
る
も
の
を
拾
っ
て
み
れ
ば 、
自
称

の
代
名
詞
は

司つ
川
ガ
処
ニ
其
ノ
様
ナ
残
舵
ρ
始
ヨ
リ
ナ
イ
ハ
巨
・

上
・

十
五
オ
)

引川J引
ガ
様
ナ
者
モ
(
巨
・

下
・

十
六
オ
)

と
「
ヲ
レ
」

が
専
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
が 、

制叫汁JJ
法
様
モ
知
ラ
ヌ

叶刈
哉
(
巨
・

上
・

二
十
八
ウ
)

の
例
も
多
く

現
わ
れ
て
い
る 。

ま
た内

裏
へ
氷
p
ヨ
捧
グ
ル
ト

云
モ
ハ
大
・

一
/
四
十
一
ウ
)

荒
蕪
ハ

引川川
ト
ヨ
ム
也
ハ
再
・

上
・

十
七
オ
U

と
=
段
動
詞
の
一
段
化
も
大
淵
の
二
警
に
ま
ま
現
わ
れ
る
ほ
か 、
同
じ
く

動

詞
で
、

「
借
る
」

は
四
段
の
例
し
か
見
ら
れ
な
い
が
、

「
大
淵
代
抄
」

に

磨
キ
ガ
F
P
R
(
ニ
ノ
二
十
ニ
ウ)

の
例
が
一
つ
だ
け
見
ら
れ
た 。

一
・

=
設
活
用
の
命
令
形
は
「

||
ヨ
」
で
あ
っ
て
「

||
ロ
」
の
形
は

三
警
に
現
わ
れ
て
い
な
い 。
た
だ 、
敬
意
を
持っ
た
と
思
わ
れ
る
命
令
の
表

現
に

此
ノ
勾
ヲ
好
ウ
目的
テ

側剛引け引
(
巨
・

上
・

三
オ
)

富
士
山
ノ
頂
上
エ
上
テ

到刑判
裟
婆
世
界
タ
ツ
タ
一
目
ダ
ハ
巨
・

上
・

三
十
一
オ
)

の一一
表
現
が
あ
る 。
共
に
連
用
形
用
法
(
御
郎
ジ
・

見
サ
シ
)
を
有
す
る 。

後
者
の
場
合
は
「
し
も・
さ
し
も」
と
関
連
あ
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
が 、
ま
た

ヲ
、

今
朝
ハ
ト
ッ
ト

寒
ク
ヲ
リ
ヤ
ル
先
ヅ
ヨ
ッ
テ
ア
タ
ラ
シ
マ
イ
茶
デ

モ
呑vJJ7

語計叶叶
イ
夜
モ
フ
ケ
テ
行-

舎利
判。引
什
ハ
巨
・

下
・

三

十
一
ウ
)

の
用
例
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
な
ど
は
「
さ
し
ま
ふ
」

の
命
令
形
で
あ
ろ
う。

他
の
活
用
形
は
見
ら
れ
な
い
。

三
重田
の
中
で
の
剛
詞
を
み
る
と

老
倒
見
レ
パ
常
ガ
病
者
ナ
ド
/
様
ニ
ウ
ヴ
ト
、
ス
ル
モ
ノ
ダ
ハ
巨・
上・

十
一
オ
)

海
底
/
珊
瑚
校
マ
デ
月
ガ
Mtl
川
村

照
シ
テ
(
巨
・

上
・

十
四
オ
)

と
い
っ

た
擬
声
語 、
擬
隠
語
が
目
立
っ
て
表
わ
れ 、
そ
の
種
類
も

イ
ラ
ロ
ッ
ト
・
ウ
ツ
ロ
ト
・
カ
ツ
ク
ト
・
ガ
ン
ト
・
キ
ッ
ト
・

キ
ラ
リ

ッ
ト
・
タ
り
ラ
ロ
ト
・

サ
ヴ
サ
ッ
ト
・

サ
ヴ
ト
・

サ
ッ
ラ
サ
ラ
ト
・
シ

ヴ
nf

ト
・
シ
ツ

ホ
ト
・
シ
ャ
ツ
キ
ト
-
R
ゴ
旦
ゴ
ト
・
ソ
ツ
ク
ト
・
y
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V
ト
・
チ
ャ
ッ
ク
ト
・
チ
ャ
ッ
チ
チ
ロ
p
y
ト
・
ソ
ァ
ト
・
ツ
y
ト
・

ト
ラ
り
ツ
ト
・
ト
ロ
ロ
ッ
ト
・
ト
ッ
ト
・
ハ
ッ
チ
ト
・
パ
ヴ
ト
・
円
ラ

ロ
ッ
ト
・
ヒ
ッ
力
ト
・
ヒ
ッ
ク
ト
・
ヒ
ツ
シ
ト
・
ヒ
ヤ
リ
ヴ
ト
・
ヒ
ラ

リ
ッ
ト
・
ヒ
ヨ
ッ
ト
・
フ
イ
リ
フ
イ
リ
ト
・
ブ
ツ
ッ
ト
・
フ
ッ
ト
・
へ

F
へ
タ
ト
・
ポ
ウ
ポ
ウ
ト
・
ホ
ッ
キ
ト
・
ホ
ッ
ク
ト
・
マ
ッ
ス
ト
・
ム

ッ
ト
・
ム
ッ
ク
ト
・
メ
タ
ト
・
メ
ッ
ク
ト
・
モ
ッ
ト
・
ユ
ッ
ス
ト
・
ヨ

ッ
ヨ
叩
ト
・
ワ
ッ
ト
・
ワ
ッ
ハ
ッ
ト
・
ヲ
ッ
ト
・
ヲ
ボ
ロ
ヲ
ポ
ロ
ト
・

の
ご
と
く
多
岐
多
様
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
に
擬
声
語・
擬
態
語
が
剛
詞
と
し

て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
三
警
の
特
色
の一
つ
で
あ
ろ
う

が 、
こ
れ

ら
の
多
く
が
促
背
化
し
て
い
る
こ
と
も
こ
れ
ま
た
特
色
で
あ
ろ
う 。

他
の
副

詞
で
もタ
ッ
タ
今
生
落
テ
モ
(
巨
・
上
・
十
ニ
オ
)

ト
ク
ッ
ト
見
消
シ
タ
ハ
巨
・
下
・
五
オ
)

川汁升川
見
入
DT
(
巨
・
上
・
十
四
オ
)

劇川リト
ツ
ク
)
ユ
騎
日
過
ギ
タ
(
再
・
中
・
二
十
九
ウ
)

チ
ッ
ト
代
ラ
デ
ハ
ハ
大
・
ニ
ノ
ニ
オ
)

な
ど
の
促
脅
化
の
現
象
を
示
し
て
い
る 。

七

以
上 、
粗
雑
で
は
あ
る
が 、
コ一
警
の
お
お
よ
そ
の
輪
郭
と、
読
後
気
づ
い

た
東
国
語
的
表
現
や 、
特
徴
あ
る
表
現
な
ど
を
記
述
的
に
挙
げ
て
み
た 。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら 、
直
ち
に
こ
の
三
警
が
東
国
語
で
も
っ
て
書
き
表
わ
さ
れ

た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
ま
だ
い
く
つ
か
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
か
と
思

う
が 、
一
応 、
東
国
語
版
で
警
か
れ
た
抄
物
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

〉竹ノ 。

な
お 、
さ
き
に
も
述
べ
た
如
く 、
こ
れ
ら
機
宗〔
曹
洞)
関
係
の
抄
物
が
存

し
た
こ
と
は
二
警
の
成
立
の
当
時
の
情
勢
か
ら
推
し
て 、
決
し
て
偶
然
的
な

も
の
で
は
な
い 。
従っ
て 、
こ
の
線
を
た
ど
っ
て
博
捜
す
れ
ば
必
ず
や
仙
の

資
糾
を
見
出
し

得
る
も
の
と
恩
わ
れ
る 。
事
実 、
こ
れ
ら
三
書
の
版
元
で
あ

る
西
村
叉
左
衛
門
板
の
「
増
総
書
籍
目
録」
(
寛
文
十
年
刊)
に
よ
れ
ば 、

「
巨
海
代
抄」
以
下 、
十
回
世
の
万
極
良
寿
師
の
「
万
極
代
抄」

、
十
八
世

勝
国
良
尊
師
の
「
勝
国
代
抄」
を
始
め
と
し
て 、
大
淵
和
仰
の
後
の
人
に

「
代
抄」
並
び
「
再
吟」
の
警
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
る 。

ま
た
こ
れ
ら
は
版
に
な
っ
て
残っ
た
も
の
で
あ
る
が
橋
本
の
ま
ま 、
あ
る

い
は
写
本
と
し
て
残っ
た
も
の
も
決
し
て
少
く
な
か
っ

た
こ
と
と
も
考
え
ら

れ
る
が 、
い
ま
は
以
上
東
国
語
の
研
究
資
料
の一
端
を
紹
介
し
て
お
く 。

こ
の
よ
う
な
資
料
の
存
在
が
江
戸
時
代
初
期
東
国
語
の
研
究
の
契
機
と
な
っ

て 、
東
国
語
の
正
確
な
認
識
を
深
め 、
ひ
い
て
は
江
戸
語
形
成
の
問
題
に
つ

い
て
の一
助
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る 。

こ
の
稿
を
草
す
る
に
当
っ
て、
金
田
一
・
今
泉
・
岩
橋
の
三
先
生
を
は

じ
め、

駒
大
図
書
館
長
小
川
霊
道
氏、
同
大
学
東
元
多
郎
氏、
史
料
編

纂
所
玉
村
竹
二
氏、
ま
た
和
国
利
政
氏
の
御
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
た
事
が

少
く
な
い。
な
お
ま
た
中
村
通
夫
先
生
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
と
御
教一
示
を

い
た
だ
い
た。
厚
〈
御
礼
申
上
げ
る。

11
東
京
学
芸
大
学
附
属
中
学
校
教
諭
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